
計測における精度と確度の違い

 

１． 精度と確度について 

高精度の計測装置とはどんな装置でしょうか？

一般に言う「精度」は、厳密には「正確度」と「

たは、「確度」と「精度」の2種類があります。英語では、「

確度：accuracy」と「精密度：precision」の違いがあります。

「正確度（Accuracy）」とは、「真値」にどれだけ近い値であ

るかを示す尺度です。一方、「精密度（precision

回の測定値間での相互のばらつき度合いの尺度で、「再

現性」ともいいます。  

 

精度(precision)＝再現性の尺度。複数回の値のばら

つきの小ささ。   

確度(accuracy)＝真の値に近い値の尺度。

 

 
高精度だが低確度 高確度だが低精度

図 1 精度と確度のイメージ

 

 

1-1 精度：precision  

下の図をご覧ください。 

 

図 2  計測値の推移例 

 

図2は、ある計測結果を時系列にプロットしたものです。同

じものを計測装置で繰り返し測定したとき、計測結果はい

つも同じ値を示すはずです。 

しかし実際の計測では、外乱やノイズの影響で、測定値が

ばらつきます。 
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図 3 ガウス

 

 計測値を度数分布で表したものが、図

データを収集すると、データの分布は、図

（正規）分布に近づきます。分布の特徴は、平均値：

ー）と標準偏差：σ（シグマ）で表されます。データは、

3σの中に99.73％の確率で入るという意味があります。

 σが小さいと図4（a）のように、ばらつきが小さくなり、大き

いと（b）のようにばらつきが大きくなります。ばらつきが小さ

い場合を精度（precision）が高い、または、再現性

（repeatability）が高いといいます。

図4 ガウス(正規

 この状態は、鉄砲で的を撃つことでたとえられます。

ばらつきが小さい場合は、撃った痕が小さい領域に固まっ

ています（図4（a）右図）。ばらつきが大きい場合は、撃った

痕が広く散らばっています（図

Technical Report 
2021年 10月 12日 

  
ガウス(正規)分布  

計測値を度数分布で表したものが、図3です。多くの計測

データを収集すると、データの分布は、図3の様にガウス

（正規）分布に近づきます。分布の特徴は、平均値：μ（ミュ

（シグマ）で表されます。データは、μ±

％の確率で入るという意味があります。 
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正規)分布① 

この状態は、鉄砲で的を撃つことでたとえられます。 

ばらつきが小さい場合は、撃った痕が小さい領域に固まっ

）。ばらつきが大きい場合は、撃った

痕が広く散らばっています（図4（b）右図）。 
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1-2 確度：Accuracy  

再現性が高くても、「真値（正しい値/的の中心）」である

とは限りません。図5のように計測した値が真値（的の中心）

とずれていることがあります。計測した平均値：μが真値に

近い場合を、「真度」または、「確度」（Accuracy）が高いと

いいます。  

  

図5 ガウス(正規)分布② 

 

以上より、 

ばらつき（σ）が小さいものが「精度」（Precision）が高い、 

平均値μが、「真値」に近いものが、「確度」（Accuracy）が

高いといえます。この状況を図6に示します。 

図6 ガウス(正規)分布 

 

 

2． 測定器の誤差 

測定器には誤差がつきものです。ものさしでさえ、温度

が違えば誤差を生じたりしますが、ここでは電圧計に生じ

る、「読み」と「真の値」の差について記します。 

 

【測定器の誤差はフルスケールを基準に定義する】 

 まず、一般的な測定器の誤差の表示の仕方、を見ておき

ます。一般に、電圧計などの測定器はフルスケールが決ま

っていて、その値で誤差を定義します 

 

 

フルスケールが100 [V]の電圧計があったとして、その電

圧計に「1%FS」と書いてあったら、読みが100 [V]の時に、

真の値が99～101 [V]の間に存在しますよ、という意味にな

ります。ここまでは、「ああ、1%の誤差の電圧計なんだな」と

すんなり飲み込めるのですが、問題はそこからです。  

この「1%」の誤差というのは、“読値がいくらであってもフ

ルスケールで定義された誤差が生じます”、という意味です。

この電圧計の例でいえば、もし10 [V]を差していたとすると、

真の値は10±1 [V]、つまり9～11 [V]の中にある、というこ

とを言っています。 

フルスケールがＥで、誤差がｑ [%]の計測器を使って測

定したα（α≦Ｅ）という値は、αがいくらであろうと「真の

値はα±Ｅ・ｑの幅の範囲にある」という「誤差」が含まれる、

ということになります。 

もし、読みに応じて誤差も小さくなる（先の電圧計でいえ

ば、10 [V]を測っても真の値が9.9～10.1 [V]になる）ならば、

小さいレンジに切替える必要がなくて便利ですが一般的に

はそうなりません。 

 

 

3． 高精度・高確度の測定方法が優れているの

か？ 

 理想的な測定方法は高精度、高確度のものですが、実

際の現場での測定においてそれが必ずしも良いとは限り

ません。実用途に求められる水準を満足できる測定方法

であれば、無駄に高精度・高確度の測定方法を用いない

ことが多いです。高精度・高確度な測定方法・測定機器は

非常に高価であったり、壊れやすい、敏感（外乱など環境

影響を受けやすい）、メンテナンスが必要などデメリットも

あります。測定方法に求められるのは精度や確度だけで

はなく、再現性なども重要です。 

直流電源のノイズ電圧やリップル電圧を測定する場合、

オシロスコープで測定するケースが多いかもしれませんが、

測定者の個人差で判定値に誤差が生じたりします。 

当社のリップルノイズメーターはリップルレシオ設定によ

る機能、リップル電圧、AC リップル電圧、またはスイッチン

グリップル電圧を測定することができ、高確度なデジタル

データをとても速く得ることができます。 



リップルノイズメーターは下記のような複雑な波形でも

同じ測定値が得られるので、ヒューマンエラーを減少させ、

再現性の高い製品となっております。 
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